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条件と関係なく(マルコ 12:38-44)

祝福も献身も人間的な条件に左右される

と思う傾向があります。今日の聖書では、イ

エス様が律法学者を叱られ、やもめの献金を

ほめられます。祝福と献金のほんとうの意味

について見ましょう。

1。人間的条件と関係なく、キリストある者

が祝福の人

1）律法学者たちの行為の裏にある意識

律法学者たちは、人に見せる祈りをしたり、

上席を好み、待遇されることが好きだという

ことですが、その裏には、自分たちは偉くて

祝福されているのだという自負があったの

です。彼らは学識もあり、社会的な地位もあ

りました。仕事も聖書を教える仕事ですから、

条件が恵まれていると思い、それゆえ祝福さ

れていると思っていたのです。イエス様はそ

れは勘違いであり、まちがっていると叱られ

ました。そのように条件が良いなら祝福され

ていると思っていると、キリストが入る余地

はなく、キリストが不要になります。

2）人の根本に対する無知と無視(エペソ 2:1-

3、ルカ 18:10-14)

それだけではなく、律法学者たちは、人の

根本に対して無知であり、そのことを聞いて

も無視していました。人は罪過と罪の中で死

んでいるので、選択するのではなく、自動的

にこの世の流れに従い、空中の権威を持つ支

配者のサタンに従う奴隷です。生まれながら

御怒りを受けるべき子だと言われています。

滅びと地獄の運命を抱えて生きるのです。こ

れに対して無知なので、キリストは不要でし

た。イエス様は、パリサイ人と取税人の祈り

について語られて、取税人のように神様の恵

みと救いが必要だと低くなり、キリストでな

ければならないと告白する人が義人だと言

われました。

3）気をつけなさい！

イエス様は条件的に恵まれない人々とと

もにいて、交わり食事もされて、条件によっ

て祝福されると思っているパリサイ人たち

に気を付けなさいと言われました。

4）条件と関係なく、キリストある者にある

祝福

キリストがある者は条件が良くなくても、

天の御国はあなたがたのものだと言われ、死

と罪の原理から完全に解放されている祝福

の主人公です。神様からのいのちの祝福が与

えられ、それはだれも奪うことはできません。

御座の祝福を受けて、地上では旅人として歩

みますが、天国の希望を持って歩むのです。

何もとらわれない、巡礼者の道を歩みます。

イエス様は律法学者たちが、自分たちは祝

福された者だと思っていたので、彼らの行為

や行動を取り上げて、何が祝福なのかを教え

てくださったのです。

2。人間的条件と関係なく、救いの価値を喜

ぶ人が献身する。

そのあと、やもめの献金について語られま

す。救いの価値を喜んで献身することは、最

高の祝福です。

1) やもめの献金

やもめは、全財産をささげましたが、それ

は、犠牲を払ったのではなく、献身の実とし

てささげたのです。それは、救いの価値が分

かって喜んでいたので可能でした。

2）イスラエルの信仰の状態

当時のイスラエルの信仰の状態は、行事や

礼拝はしていても、キリストが分からず、福

音は途絶えていました。宗教的行為を熱心に

していたのです。やもめは、宗教的行為では

なく、神様のあわれみと愛によって救われる

ことを知って、キリストの契約、女の子孫の

みが希望だと、その価値を分かって喜びをも

ってすべてささげたのでした。

3）条件(やもめ)に縛られることなく

当時は、やもめになることは神様に呪われ

たと言われていました。

4）献身への条件つきや言い訳などない

そのように人間的にはみじめでしたが、献

金や献身は、そのようなこととは関係ないと

ささげました。条件付きの献身はありません。

常識では考えられません。救われていのちが

あるので、地上にいるのは暗闇が打ち砕かれ

て、死んでいるたましいが救われるためであ

り、そのために用いられるように献身して献

金するのは、信者の特権なのです。献身や献

金の前に文句があるなら、その前に、まず救

いの祝福に深く入りましょう。

人間的条件で祝福を天秤にかけるのはや

めましょう。キリストだけを条件に天にある

すべての祝福を受けた「祝福の人」だと宣言

しよう！私のすべて、命でさえ惜しまずに捧

げられる救いの価値を黙想して感謝し、福音

宣教のために喜んで献身する素敵な信者に

なりましょう！

1 部-マルコ 12:38-44 条件と関係なく

なるほど/人間的な条件と関係なく、キリストある者が祝福の人であり、救いの価値を知

る者が献身の人になる。

ならば/人間的な条件に縛られることなく、キリストだけを条件にして堂々と祝福を宣言

し、救いの価値を黙想し感謝して、条件つき信仰や言い訳を捨てて、すべてを捧げても惜

しまない喜びの献身をする信者になろう！

2 部-エペソ 3:14-19 信者の祈り

なるほど/信者は、御座の栄光が自分のうちに現れ、内なる人が強められ、まず霊的状態

が整えられることで、空前絶後の神様の祝福が現れることを願い祈る。

ならば/詩篇 23:1 とピリピ 4:13 の告白が自分の告白になり、超越の巡礼者の道を歩める

ことを目指して、御座の祝福を祈ろう！


